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1. 計画の背景

横浜港iと近代的な設計手法と鉄材， コンクリー卜などの建材を用いて，大

がかりたE港湾整備の計画立案を仔ったのは，イギリス人リチヤード・へンリ

ー・プラントン（RichardHenry Brun too ）である。

プラン 卜ンは，わが国では第ーに伊豆の神子元島など28灯台の建築の指導

者と して知られ，第こには電信技術の導入，制度化lζ尽力した乙とをもって

認められている。さらに償浜IL関連しては．横浜 ・新橋間鉄道敷設の建議，

外国人居留地埋立，公園施設の設計，損rj量，工事の完成，吉田橋を鉄橋とし

て設計するなどの功績を残している。実現には至らなかったが，計画家とし

ての彼の真面白を発揮したものに，外人居留地における夜間照明（点灯）計

画，横浜への水道供給計画などがある。

港湾整備計画lζついては，乙れから紹介しようとする僕浜港のほか大阪港，

新潟港についての計画立案の実績を残している。

イギリ ス人RH.プラントンは， 1841 （天保12）年12月，スコットラン

ドのAberdenshirek生まれ，父もR.H.プラン卜ンといい船長であった。私

立学校を卒業後，鉄道工事の見習技師の生活K入り，1864 （元治元）年，

23才の時，ロンドンでGulbraith& Tolme事務所でLondoo& South Western 
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鉄道工事，さらにH Bolderの主席助手としてMildland鉄道工事等lζ従事し

た。プラントンが来日する機縁となったのは 1866 （慶応2）年 5月13日

（新暦6月23日）締結の改税約書第11条において「開港場へ出入する船舶の

安全のため灯台・識標などを設置する」と定めたことである。かねてからイ

ギリス公使パークスは幕府に対し灯台建設を勧めていたが，乙の改税約蓄に

おいて建設の根拠が据えられた。アメリカ，フランス，オランダ3国の同意

の下K，主としてフランス及びイギリスから技術者，機器材を求める乙とiζ

なり，イギリス政府は公使パークスの依頼lζ基づき，灯台建築家として著名

であった RobertStevensm及びAllanStevensonらを生んだスチーブンソン

家へ推挙を委嘱，当時27才となっていたプラントンが推薦されるに至った。

プラントンの来日は 1868 （慶応 4）年6月20日（高橋嘉之以外は単IL8月

としている。新暦としても不正確） 契約は 1868年2月20日から 5か年間

とし，乙の契約はさらに 3か年延長ぎれ， 1876 （明治9）年 3月15日任期

満了まで続いた。東京湾付近の灯台は主lζ儲須賀製鉄所の建設に当たったフ

ランス人 FrancαrLem Verny ( 1837～1907）らの手になったが，着任後

のプラン 卜ンは，政府の変革後も灯明台築造方長の職務lζ就きながら，先進

技術の導入lζ熱心だった明治新政府の要請を汲みつつ，多方面の交通通信，

土木工事iζ参画する乙ととなった。まず 1869 （明治2）年，神奈川県判事

寺島宗則の依頼により，イギリ スより電信技師，器材の斡旋iζ当たり 8月iζ

は，備浜灯明台役所と償浜裁判所聞に Brequet式伝信機を設置し，通信の実

用化を始め，乙の年の12月25日には東京・横浜聞の電信を開通させた。翌

1870 （明治3）年には「伝信機規則」を起案，電信事業の官業制度化への

縫を築いた。次いで 1871 （明治4）年5月には，横浜灯明台役所内IL, 後

の工部大学の萌芽となった修技教場を設け 電信技術教育を始めた。乙れに

先立つ 1869年3月，東京 ・債浜間鉄道敷設に係る献策を行い，乙れは3年後

の 1872 （明治5年） 9月の新橋 ・横浜聞の鉄道開通となって実現をみた。

償浜の都市計画lζ参画したのも，主iζ 1869年である。大阪港の築港設計は

1869年，新潟港Kついては， 1871 （明治4）年ときれている。 1873 （明

治6）年， 5か年の契約の満了iζ当たり， 7か月の休暇を与えられ一時帰国
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する。プラントンの横浜港の築港計画は，乙の休暇後iζ提出されてくる。イ

ギリスに戻った彼は．ヨーロッパにおける最新の築港資料を休暇の聞に蒐集

し，新興の東洋の主要港において，彼の構想を実現しようとしたものであろ

つ。

乙乙で，当時の横浜港をめぐる情勢をみておく乙とにしたい。

横浜港は，明治新政府iζ平和裡iζ接収されたため，維新戦争による被災は

全くなく，嘗備も居留地軍隊と神奈川奉行統轄下の守備隊が新政府の官僚，

軍隊（主に肥前藩）に引継ぐというように，平穏な政権交替が行われた。乙

のため開港場としての機能は停頓する乙となく商取引，貿易船の人出港は続

いた。 1869 （明治元）年より 1889 （明治22）年までの貿易額は表ーし表

-2のとおりである。償浜港は 1881 （明治14）年をほぼ境K，貿易上の地

位を70~彰台から低下させて行く乙と IL なるが，それまでは，わが国貿易の70

～80%台を取扱ってきた乙とがわかる。

横浜港扱いの貿易の特徴を検討すると：211868 （明治元）年の輸出の対前

年伸びは80パーセントにも達したが 乙れはヨーロ iソパ向けの生糸と蚕種の

増加が寄与している。幕末から明治元年へかけてヨーロ白ソパでは蚕病が流行

したためで，翌 1869年には蚕病は防疫により沈静化し，また中国からの生

糸輸出増も加わり， 乙の輸出増勢は低下した。重要輸出品である生糸にせよ，

茶にせよ，粗製乱造の弊害も目立つようになってきた。輸出は約45パーセン

卜がた後退した。 1870 （明治3）年は東北地方の明治元， 2年と引継がれ

た飢縫がより深刻となり，大量のサイゴン米の輸入をしなければならなくな

ったのでミある。輸入額の約45パーセン卜の 1063万ドノレ（約443万ピクノレ〕

にまで米の輸入量は急増した。飢鑓が去り 1871 （明治4）年5月の新貨

条令の布告に伴い，国内市場は落着きをみせ，貿易取引は正常へと動きはじ

めた。

1871年は明治政府の権力安定への転換期にも当たっている。廃藩置県の

断行がそれである。

「明治4年7月14日 (14日は休暇なりしKも拘はらす）を以て廃務置県の

大号令を布告し知藩事に対しては同日を以て「免其職jと辞令を与え，三
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百年間因襲し来りし封建の制度も全く廃滅を告ぐるに至れり。此大号令の

出つるや，余 （大隈重信）等 3' 4名を除くの外は官民何れも非常に驚樗

の為め，反抗の勇気も没却せられたる程なりしと云ふ。 J

「『廃藩置県』は案外にも容易iζ断行されたり。されば其後iζ於ては，更

iζ一大改革を施吉、るべからす。適切に之を言へは， 『廃藩置県』を断行

したる後ちには，直ちに『中央集権』 『大政親裁』の実を挙くるに足るへ

き改革を施さエる可からす。 J

として，大改革の植を地方制度，兵権，財政の三つに絞っている。乙れは「藩

々に依りて各々其制度組織を異にせしを以て，之を統一し，之を均－Kする

は，取りも直さず『中央集権』 『大政親裁』の実を挙ぐる所以の途にして，

市して一日も早く之を決行せさるべからさる乙となり。」と大隈が考えたよ

うに， 1871年を境として新制度の整備が進められる機運にあった。また1872

（明治5）年は条約改正時期に当たるため，改正作業をどのように進めるべ

きかも，新政府首脳の大きな課題でもあった。大隈はし、う， 「今日の急務は

先づ使節を彼地へ派遣し，彼地の人をして我日本を知らしめ，我が日本の国

情民俗を審lζせしむるを努むるに在り。是，実に条約改正の大事業を完成す

る方途なり。否な捷径なり。 Jと建策し，乙れが容れられて，1871年11月

の岩倉遣欧米使節団の派遣となった。

乙うした圏内情勢に応じ，欧米本国の商人や製造業者たちは， 1872年から

1873 （明治6）年にかけて，大量の商品を横浜などの開港場に居留する商

人たちの元へ送り込んできた。商品の種類も多様であった。しかし乙の期待

はたやすく叶えられるわけにはいかなかった。輸入過剰は綿糸，毛織物，綿

毛交織物など多くの種類にわたり，輸入価格を下落させた。

ヨーロッパでは 1873年頃から経済不況の嵐が吹き荒れ，イギリスはその

年の秋，アメ リカ も同年9月から恐慌に巻き込まれ，乙の経済不況は 1879

（明治11）年まで続いた。

わが国市場は欧米諸国の工業生産物の輸出市場として魅力があり，特に社

会資本投資，インフラストラクチュアの整備を急ぐわが国への技術と資本の

輸出には関心が高かったで－あろうことは想像に難くない。
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わが国の主要輸出品である生糸，茶は，ヨ ーロッパの経済不況と生糸生産

の回復lζ伴い伸び悩み，価格は下落する一方，圏内消費が進み，輸入毛織物

との競合が生じ，輸入品を一層抑制する効果を示した。生糸・茶の輸出不振

は，償浜の貿易商の質の転換を促す乙とlζもなった。直輸出体制への移行の

出現がそれである。居留外商へ売込みだけを図っていた圏内商人がアメリカ，

ヨーロ iソパへ支店を設け，現地の商人との取引を始めだしたζとである。

直輸出制度の端緒は，1875 （明治8）年の大久保利通による「海外直売

ノ其業ヲ開クノ議jにおいて，政府内の意見の具体化をみることができる。

乙の議論は，わが国商人の海外取引ノウハウの未熟と過少資本によって，

取引の主導権が外国商人に握られているので，わが国の輸出品については，

海外へはわが国商人の手で回漕させ，現地の商人と専ら通信，販売させる。

乙の輸出を取扱わす商人は，政府が勧誘し，政府から相当の資本を付託する。

板拠地は横浜iζおく，というものである。

乙の背景には，返還の目途の立たない外債と 1874年から著しく正貨国外

流出に対抗して，政府直轄の貿易商社iζより国産品を海外で直接売捌き，収

益を挙げて，外債返済の原資としようとした事情がある。大久保の企図した

貿易商社は設立されなかったが，内務省では直輸出の助成，奨励の方策をと

り，万国博覧会参加を呼びかけるなどの援助を行っている。

一方 1874 （明治7）年iとは，佐賀の乱，台湾事件が起乙り，内外政情は

一時不安の度を増した。

1876 （明治9）年はヨーロッパの蚕生産の不振から一時的な生糸投機相

場が現出し，輸出量が急増を示すが，ヨ ーロッバの政情不安が広まる中で，

生糸相場は低落し，償浜港では乙の年の暮lζは，売込商の手元iζは3,000梱

の滞貨が生じたといわれる。

1877 （明治10）年には， 1973 （明治6）年の10月23日の政府「大分裂」 ，

すなわち「大久保利通による一種のクーデター」 により，野lζ下っていた西

郷隆盛に率いられた西南戦争が勃発する。圏内は不換紙幣の増発によりイン

フレーションが漫延し，ただならぬ輸入ブームと富農層への「舶来品J普及

が拡がり，庶民には物価騰貴の重荷がのしかかってきたのである。
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それでは，プラン卜ンの償浜港築港計画の中身iζ目を転じる ζとにしたい。

注 (1) フラントンの伝については，高橋嘉七 「お雇い外国人 通信」 （昭和44年

鹿島研究所出版会） PP.174～180' 「儀浜市史第3巻上」（昭和36年）pp 247 

～256，「日本燈台史J（昭和44年燈光会）PPl～27，ユネスコ東アジア

文化研究センター編 「資料 ・御雇外国人」 （昭和50年小学館） P. 384 

村松貞次「お雇い外国人建築 ・土木J （昭和51年）PP.135～140 

土木学会編・ flj「明治以後本邦土木と外人」 （昭和15年） p. 152～155 

(2) 「儲浜市史」第3巻下PP.197～208 

(3) 円城寺清「大隈伯昔日語2」明治28年 立憲改進党党報局 PP. 551～2 

(4) 同上書PP.567～8 

(5) 「償浜市史第3巻上JPP. 617～ 

(6）毛利敏彦「明治六年政変J （昭和54年 中央公論社） P. 206 

2. プラントン計画の内容

R.H.プラン卜ンの計画史料は．大隈重信関係文書（早稲田大学図書館蔵）

iζ収録されている。史料番号は早稲田大学図書館編「大隈文書目録」 （昭和

27年）に付されたものである。

史料は，第IグJレープはA2995のグラスゴーのLaidlaw & Sons 社が

1872 （明治5）年8月8日付κ捺印記入した「Yokchama Harbour Pier J 

第l案から第3案まで英文概要書と、MOLE FOR YOKOHAMA＂図 2葉で

あり，直線斜張式桟橋の設計である。宛先は不明。

第2のグループは， R.H.プラントンが 1873 （明治6）年9月4日，山尾庸

三工部大輔lζ宛てた「償浜之始計波止場図面並積高」についての書翰訳文（明

治6年9月10日田村利用訳）及び9月13日付佐藤与三灯台頭よりの送り書状

（第25号と記す）である。 4種の計画と 3種の図面を添付しているが，図面

は亡失している。佐藤燈台頭よりの添状iζは「過日御甲越相成居候当港波止

場築造目論見図面五通並積出写云々」と書いていると乙ろから，工部省 (1870

・明治3年間 1月20日設置～ 1885・明治18年12月12日廃止）の意向を受け

て，計画書の作成を燈台頭はプラントンに依頼し プラントンは乙れを工部

大輔に回答したものといえる。 亡失した図面A及び図面Bでは，プラントン

の書翰によれは＼防波堤を設け， Aは大船12隻の入泊を可能とし， Bはそれ
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よりやや小さく，大船2隻， 小船4隻の入泊を可能とするもので， Cは木造

T字形の桟橋を突出す案，同じC案lζ木造桟橋の主要部を銅板で覆う案の4

通りとされている。 C案の構惣は，既に Laidlaw & Soos＇社が ζれを提案

している。史料A3036 「償浜西波戸場物湯場之図」は，製作年月を詳かに

しないが，明治初年の西波止場を記載したうえ，運上所名が筏っているため，

1872 （明治5）年11月27日に運上所を税聞に呼称統一するに至り， 「運上

所」名は廃されるから，乙の頃は，儲浜港整備について，複数の設計主体に

より築港計画が練られていたと考えられる。史料A3036の特徴は西波止場

の外国埠頭を前面海上へ延長し，先端を鈎型に直角に曲げ，外側iζ3,000ト

ンl隻， 2,500トンl隻， 1,000トン l隻，内側に 200トン l隻，乗合蒸気

船 l隻を記載し，新埠頭の緊岸能力を示している ζ となどである。乙の考え

方は，プラントンのC案lζ近いもので，彼の構想の下敷となっているものと

思われる。和文で註記されているが，縮尺がフィー 卜で表わされている乙と

から，やはり翻訳ではないかと推理される。

第3のグループは， 187 4 （明治 7）年3月の記年があるプラントンの計

画及び設計，見積では最も詳細なものである。史料はA3001,A3002, A 

3003からなり，それぞれの表題は順に「横浜港ニ於テ波戸場建築之手績J' 

「横浜波戸場建築費用見積書J' 「償浜港」 （図面）となっており，図面の

内容はさらに「第壱図」 （平面）， 「第弐之図」 （「償浜港裁断図J・側面），

「第三之図J （「償浜港三和土製波止場」・側面）， 「第四之図」 （「儲浜

港三和土製波止場」・部分詳細）， 「第五之図」 （「償浜港木造波止場」

部分詳細） ， 「第六之図」 （「儲浜港木製波止場」・部分詳細）の6葉から

成っている。

プラン トンの横浜港築港計画を次に要点のみ掲げるとととする。

計画の目標としては，

1 ) 総べて東京へ送るべき貨物は敏速かっ定期運送ができるよう横浜並

びlζ東京へ入津する最大の船舶並びに船数を収容できるに充分な水深，

長さの堵壁を造る。

2) 暴風雨シーズンiζ発生する風波を避けられる船舶の庇蔭を設け，何
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時でも ζれと往復できるようにする。

3) 蒸気機関車を利用して横浜港と東京とを直結し，両港の緊要とする

費用を節約し，かっ両港聞の運送を確かならしめる。

現実の儲浜港は 「船舶／庇蔭タノレヘキモノ無キヲ以テ荷物ヲ陸上ケシ，文

之レラ船積ミスノレニ都合悪シク，又好天気ニ非ラサレハ錠泊セル船舶卜陸卜

ノ往復不便ニシテ， E危殆ナjレコ ト及ヒ船舶／為メノ庇蔭ナキ ヨリ暴風雨／

来Jレ毎ニ船舶之レカ為メ国害ヲ被ル等／コ卜アノレ故ニ……此港ニ於テ通商／

開ケタル日ヨリ今回二至迄，運送ニ従事スル者並船舶ヲ所持セノレ者ヨリ常ニ苦

情ヲ称へタリ。当今償浜ヨリ日本人所持／；蒸気船ヲ以テ巨多／荷物ヲ品川ニ

運送シケjレニ，品川ニ於テ／碇泊所モ亦殆ン卜同様ニ庇蔭ナク，加之船舶ハ

江戸ヨリ五里（英里数）内ニハ近ツクコト能ハス。依リテ同所へ運送スヘキ

荷物ノ、余儀ナク皆ナ小艇ニ積ミ替へ運送スル／不便アリ」という状態lζあっ

たのである。

フラン卜ンの構惣は，図 一lのように，大岡川堀割より 「東ピアJを伸ば

し，西波止場の「外国埠頭（東側）」 lと隣接して「西ピア」を設け，乙れら

2条の埠頭をもって平穏なる泊地を囲い込み確保しようとするものである。

彼の考え方では，防波堤と埠頭を一体として建設しようとしたのである。

泊地面積 112エーカー，干潮時でも －15フィート の水深は40エーカー確保さ

れ，大型船で90隻は仮泊できるものとし，東ピア 3,300フィー卜，西ピアは

2,420フィー卜，乙れに紫留可能な隻数は，大型船6隻，小型船9隻とした。

湾口は冬季の東北風1＜：：対し，西北に聞き，夏季の南風は東ピアで防禦する。

ピアの建築lζ当たっては，少ない費用で堅牢にするため陸iζ近い浅瀬部分は

木造，深い部分はコンクリー卜造とする。 1874年時でコンクリー卜造と木造

の所要費用比は 2.5 : 1の割合であったという。ピア巾は50フィー ト， 実効

道路巾は43フィー卜，乙の中に鉄道2条を敷設する。満潮水面よりピア道路

面までの差は8フィートとした。乙の理由は「横浜ニ入港セノレ船舶／品類ヲ

取リテ最も適当ナノレ高サナリ」 とみたわけである。構造概念は図－ 2の知く

であるが，外壁，内壁も無筋コンクリー卜造である。

コンクリー卜材料は，石灰は御前崎から，火山砂は伊豆から取り，償浜で
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石灰を焼き粉砕し火山砂と混ぜる。コンクリー卜の表面は伊豆産の縁石で

覆う。東 ・西両ピアの先頭に70フィー トの広場を設け，灯台・宿舎を設ける。

ピアの木造部分は，フォークス卜ン式lとより，柱は12インチ角の松材を用い，

水中部分iとは銅等の金属板で覆う。橋桁は20フィートごとに設け，縦償lζ張

木，交木を渡し，上部の路面は3インチ厚の板を張る。木材は日本産松もよ

いが，アメリカのオレゴン産松は輸入価格も日本産と同じ位で，材質はむし

ろ徹密でよく乾燥されたものが入手できるとプラントンは述べている。

東・西両ピアlζ鉄道2条を引込み， 「此港ニ於テ陸上ケスノレ物品ヲ直チニ

東京へ運送スノレニ便ナラシムベキ」であり 東西ピアの聞から「今存在セノレ

運上所／荷物陸上ケ場ニ之ヲ達セシメ J，そして横浜ステーションへ結びつ

ける。乙れら築港工事の準備と資材置場， 加工，事務所用地等のために，海

岸通を 100から 150フィー卜埋立てる。工事の竣功後は埋立部分は遊歩道や

倉庫用地iζ転用できる。泊地内iζは停船浮標を設ける。以上がその大略であ

る。

建設費としては，表 －3の知く， 108万453円42銭と見積られた。工事

完成期間は，3年を要すとしてわる。

表・ 3 プラントン計画 （1874年3月）の横浜港整備予算見積額

円銭
東木製ピア（ 1, 300フィー卜） 101 185 84 75円47銭／フィー卜

東コンクリートピア（ 2,000フィー 卜） 304,914 31 152円45銭／フィート

西木製ピア（940フィー卜） 70, 946 50 75円47銭／フィー卜

西コンクリー 卜ピア（ 1,480フィート） 225 636 66 152円45銭／フィー卜

陸地築出（埋立） 96 055 00 

鉄 道 28,698 70 

停船浮標 11, 900 00 

灯a i口"' 10,000 00 

紋 盤 600 00 

欧人監督 46 260 00 
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41 595 00 

91,211 25 

51 450 00 

1,080,453 42 

プラン卜ンは，港湾工事費用を入港船舶のトン税で賄えるという考えをヨ

ーロッパ諸港の発惣で述べている。

彼が実証している論拠は＇ 1870 （明治3）年の外国船の備浜港入港隻数

721隻，総トン数 53万6,662トン， l隻平均744トン，イギリスのドック

税は平均1シリング6ペンス，備浜港入港船l乙東京寄港分10万トンを加え，

63万6,662トンとし， トンごとに30銭（ 1シリング3ペンスに当たる）を徴

収すれば，毎年19万 998ドノレ，見積経費の18パーセントを償うに足りる

と計－算している。

史料3002について興味あるのは，積算書であるため， 1874年時の物価，

人件費の大凡の動向を察知できる乙とである。建設機械，建物，建設材料，金

物．塗料，人工賃などが詳細lと記載されている。試みに人工賃を抽出し，参

考に供しよう。 （表－4) 

表・ 4 1874 （明治 7）年時の港湾建設工事労賃

工事労賃

木製ピア関係

木 工 l椴 45銭／日

手 言午 30銭／日

塗 日市 50銭／日

鍛 J台職 50銭／日

日干煎（頭世話役） 75銭／日

コンク リートピア関係

築用運送諸事職人 30銭／日

同日干煎 75銭／日



216 償浜港における近代港湾整備計画の端緒と挫折

欧人監督

工師（技師）

水 底職

木工監督

巧工監督

機械水底後方監督

400円／月

150円／月

120円／月

120円／月

175円／月

史料A3006で筏されているプラン卜ンの筆記書翰（原文）は 1874（明治

7）年10月24日付で工部省灯明台役所の英文字ヘッター便愛を使用しており，

乙れと一体となった計画書及び見積書は，史料A3001及びA3002と一致し

ている。 A300 1及びA3002は翻訳であり， 「千八百七十四年三月」と明記

しである ζとから，書翰と計画書類との関係は，別々のものとみなされる。

しかもなお書翰内容でプラン卜ンは「H.G.Okuma Sangi Minister of 

Finance 」と宛名を明記し， 「I.beg to hand you copies of my prcposed 

plans for a harbour in Yokohama Bay and my report and estimate 

of the cases. I shall also send you in a few days a perspective view 

ci the prcposed scheme which wi II give you a better general idea 

of it. Trusting to hear from you s畑 1 cmceming it. ＂と書いている。

大蔵卿大隈重信宛の直訴状であり，償浜港築港につき 「提案した計画」の

写しを直接お届けしたいとしている。しかも数日後＇cは提案の計画K関する

見取図をお届けするので，計画内容lとついては，もっとはっきり した概念を

もたれるであろうといっている。そして乙の乙とに関心を寄せられて直ちに

ど返事がいただけるであろうと確信しているとまで付け加えている。見取図

は1874年11月記名のものが，史料A5145 K収められている。乙の図は，A

3003の平面図（概要図）とは大きく異なり，ピアを西波止場（イギリス波

止場）の「内国埠頭」 （西側）の根元から延伸させ 神奈川台場地先へ防波

堤を設け，碇泊地を確保しようとするものである。 ζの計画lと基つく翻訳文

は史料A3007である。乙れらはプラントンの計画の第 2次案lζ当たるもの

で＝ある。



北渇道開発局港湾部監修「北海道港湾建設史」

図・1 プラントン横浜港築港計画（第1次）概念図
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史料A3007「償浜港口波戸場建築／概算J及び 「神奈川新台場辺浅瀬ニ

於テ波戸場ノ北端ニ用ユベキ波除ケ／概算」によれば，波止場総長5,000フ

ィー 卜，コ ンク リー卜造，乙れに 2,200ヤードの鉄道を引込む。先端にカペ

ストン型灯台を設ける。西波止場の西端lζ長さ 1,500フィート・巾 200フィ

ー卜の埋立を行う。工期は 5年とする。波止場関係のみで 116万3,761ドノレ

50セン ト， 防波堤は盛土の上を荒石（大石）をもって覆うもので，土量17万

立方ヤード， 石量4万立方ヤー ド， 防波堤費用14万2,500ドノレと見積られた。

3. 横浜港をめぐる議論と結末

プラントンの前述の提案はどう生かされたのであろうか。

1873 （明治6）年5月，岩倉，大久保らが欧米視察中の政府では，財政

とりわけ予算規模をどう定めるかで，時の大蔵大輔井上馨，租税頭渋沢栄一

と他の省との間で大きな対立をみた。廃藩置県lζ伴う旧藩士らの秩録処分，

1872 （明治5）年の徴兵令，学制施行などの国内秩序不安定の情勢が加わ

り，生業を失なった士族iζ対しては，仕事を与えるために殖産興業，北海道

・樺太・内地の開拓精励などが焦眉の問題であり あわせて先進欧米文明の

移植も急務の課題であり 旧藩債 外債の返還など政府財源はいくらあって

も足りないという実状にあった。政府の金を握る大蔵省としては抑制策に出

ざるを得なかったのであるが，井上らが抗議の辞職をした後，大隈重信が大

久保大蔵卿の留守の閣の代行として，1873年6月981ζ次の建言を三条大

政大臣IC呈した。

「今ヤ創業／際，新タニ着手スヘキ百般／作業則チ轍路ヲ設ケ灯台ヲ築キ

電線ヲ架シ諸般／工場ヲ開設シ，或ハ官庁ヲ造営シ陣営ヲ建築シ……万一歳

入不足客員不足ノコ トアノレトキハ上ノ如キ起手スヘキ業ニ付緩急軽重ヲ計リ，

箇菓／緩軽ナルモノヲ次年ニ譲リ得ノレコトナレハ到底歳入ノ歳出ヲ償フ能ノ、

ザノレ害ナキコ 卜ヲ重言ス」 （大政官日誌同日付の頃）と して緊縮財政を堅持

しつつ，生産的投資を進める考え方を述べた。乙の考え方は， 1875（明治8)

年1月の「収入支出／源流ヲ清マシ理財会計ノ根本ヲ立ツノレノ議J，同年9

月の「天下ノ経済ヲ径リ国家／会計ヲ立ツJレノ議」，周年10月の「国家理財
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ノ根本ヲ立ッノレノ議Jにおいて漸次具体化されてし、く。

港湾投資は大隈のいう 「実費Jすなわち生産的出費であり，彼も港湾の整

備は認め，むしろ海関税収入の大きいζとに着目しているのであるが，その

投資規模がどうかという問題である。

1873 （明治6）年8月3日をもって，港湾等の公共土木事業iζ①官費 ・

民課の区分を設け，② 3年ないし 5年間の平均をもって， 今後の 5年間の定

額とする。③明治7年春より乙の制度を施行する乙とを趣旨と して，ζれま

での布告を改め新たに「河港道路修築規則Jを大蔵省は制定した。償浜は神

戸，長崎，新潟，箱館と並び， 「分国ノ得失ニ関ス／レ」をもって第一等港と

なり，工費の10分の6は官費， 10分の4は地方人民lζ課徴し，課徴金は大蔵

省へ納入させることとし，新規修築（ 「更正」）または修繕に当たっては，

設計図と予算書を提出，大蔵省が採否の審査に当たるものと した。一管轄内

の利害に止まるものは，二等河港，一市街一郡村の利害lζ係わるものは三等

河港と し， それぞれの費用分担，管轄を定めたが審査権はすべて大蔵省が

握った。土木寮が工部省より大蔵省に所管された時期（明治4年10月8日～

7年1月9日）の乙とではあるが，内務省にさらに所管替えiζなってからは，

港湾の計画主体は錯綜したとみられると乙ろがある。乙れがプラン 卜ンの計

画を直接挫折させた原因とみられる乙とである。すなわち，プラン 卜ンの第

1次案は 1874年3月iζ具体的に示された。前年の4種の案は抽象的であり，

かっ選択を政府にどれにすべきかを委ね， AないしB案がょいという程度の

進言のみであった。第 l次案を彼が作成するには，かなり強力な助言者がいた

はずである。 山尾庸三か大隈重信であろうか。伊藤博文は 1871（明治4）年

9月20日より工部大輔K就任し， 同年10月から 1873 （明治6）年8月まで

は欧米視察で一時期を除き海外におり，1873年10月25日から工部卿IC::就任

している。プラントンが工部省雇いであった乙とは，土木寮が内務省iζ移っ

た乙とと相ま って，計画の主導権が内務省へ移るとともK，大蔵卿である大

隈重信にとっても，その意見を直接採否する立場を失していた。

内務省では，1872 （明治5）年2月に雇入れていた C. J . Van Doorn 

( 1837～1906) ' 1873 （明治6）年11月雇入れのJmanes Drijke C 1842 
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～？）などオランダ人技師を擁し，河川工事iζ従事させていた。デリーケは

ドールンの紹介で来日し ドールンは技師長（長工師）として仕事をしてい

た。彼らは大阪港，野蒜港などの築港lζ実績を後lζ挙げるようになるのであ

る。

1874 （明治7）年2月3日 内務省土木頭lζ就任した前大蔵大丞林友幸

lζ宛，フ ァン ・ドールンは周年6月2日， 「償浜桟橋ノ儀，既ニ拙者ヨリ呈

送セシ目論見図二様／内 波除ヲ具セザル桟橋／方ヲ択採シ給ヒ，之／方法

ヲ取捨シテ鉄柱，鉄桁，鉄貫／部ヲ木材ニ更換シ御築造可相成卜／趣，過日

貴下ヨリ了兼シ云々Jと書いた論説を日本水政会報にも公表し，木造桟橋の

得失を論じている。乙の議論の根拠となっているフォン ・ドールンの構想は

「償浜大船泊所ノ議」 （正・続） ( 1874年4月20日）であり，図面は失し、。

ドールンは防波堤 1,400尺をフランス波止場先の英国海軍病院付近より東北，

北，西北と湾曲させ木造銅板被覆のT字型桟橋長さ 350尺，水深20尺の大型

船iと供するため頭部は長さ67尺，巾52尺，小型汽船用iζは長さ 200尺，巾40

尺の桟橋を用意する。計画上は大桟橋4基，小桟橋3基とした。海岸道路を

拡幅36尺以上とし，鉄道を引き込むが当面は着工しなし、。乙れに対し，選択

された防波堤を具えない桟橋構惣とは，桟橋を西波止場の現外国埠頭より築

出すもので，巾51尺，先端部を三角形にし，大型汽船3隻を同時繋岸注せよ

うとするもので，桟橋周辺iと10個の暴風時の避難浮標を設ける乙とにしてい

る。桟橋には2条の鉄路を敷き， 蒸気力または手動の移動式クレーンを荷役

用iζ設ける。乙の後者を鉄造とした場合の経費見積が31万余円であった。乙

れに基づき，内務省は 1874年（明治7年） 6月18日発議し，「償浜船舶荷湯

場桟橋営築伺Jを大政大臣へ提出した。 「昨歳（明治6年） ，土木寮大蔵省

所轄中償浜港船舶荷楊場営築ニ付仕様目論見取調，差出ス可キ旨相違被レ，

即チ実測／上当節出来仕候間，正院上陳案併セテ相伺候也」とあるところか

ら，プラントンとは別iζ大蔵省土木寮はドーノレンiζ対する計画依頼をしてい

たζとがわかる。内務省発議iζ先立ち大蔵省も 5月31日iζ正院へ伺いを出し，

詮議の結果，10月10日， 「当分見合セ可キ事」の指示があった。乙れに抗し

て同年10月20日IC:再度陳情し 「同港貿易之景色芳，到底捨置キ難キ工事ニ
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付，当分御見合相成候得共，延テ好時機見計，三拾壱寓固ヲ目的 トシ築造起

業ノ積 リヲ以テ……着手ノミ当分御見合之御旨意 卜相心得候可キヤJとねば

った。 事実上 ドールン案もプラントン案も 乙の段階では潰れてしまったの

である。

注 (1) 大蔵省百年史編集室編「大蔵省百年史上巻」 （昭和44年（財）大蔵財務協

会） PP内 31～32

(2) 大蔵省編 「明治前期財政経済史料集成第3巻 ・大蔵省沿革誌（下）」 （昭

和37年明治文献史料刊行会）

褒・l

横浜・ 全国貿易の推移
中位明治 1-17年＝千ドル

18-22勾＝千円

備 浜 全 国
耳 ;); 

抽出 輸入 計 輸出 輸入 骨「

明治 I(1868) 17.699 12 397 30.096 加 .435 15,000 35.436 

2( 69) 9.083 12.617 21. 700 11.476 17.357 28.832 

3( 70) 11,331 23.429 34, 760 15.143 31,120 46.264 

4( 71) 14,431 14,445 28.877 19,185 17. 746 36.930 

5( 72) 14 ,045 20,063 34.108 24,295 26.188 50,483 

6( 73) 15,095 19.536 34,631 初 .661 27,443 48、104
7( 74) 12.579 16, 716 29.295 20,165 24,227 44 .391 

8( 75) 12.467 21,954 34.421 17.918 28, 174 46.日92

9( 76) 21.432 18.842 40目274 27 ,579 23. 969 51.548 

IO( 77) 15.628 19.490 35.119 22，回7 25.叩1 48. 767 

11( 78) 16.093 26.011 42.104 26,259 33,334 59.594 

12( 79) 18,880 23,326 42,206 27 .373 32,60< 59. 977 

13( BO) 18,578 26,343 44,921 27 ,420 36,622 64.042 

14( 81) 2i.155 21,472 42.627 30,327 31.033 61.359 

15( 82) 26,660 20.119 46, 779 37' 236 29, 168 66,404 

16( 83) 25,691 18,618 44.310 35. 709 27,849 63,558 

17( 84) 21.458 19 433 40,891 33,077 29,382 62 459 

18( 85) 24,225 19.005 43,229 37.147 29.357 66.504 

19( 86) 31.849 20,164 52,013 48.876 32, 168 81,045 

20( 87) 33. 775 27 .175 69. 950 52.408 44，却4 96.712 

21( 88) 40. 714 36.646 77 .360 65, 706 65.455 131 161 

22( 89) 41,862 34.321 76.183 70,061 66.104 136.164 

明治 I-17'l'li℃ommerc;a1 Reports 18-22'rn「大日本外国貿易年後Jによる．

各単位以下4伶5入．

社i典 r検浜市史第3巻下J

理E・2

横浜貿易額の対・全国百分比

年次 輸出 輸入 総額

ゆIi（；『 l 86.6 82.6 84.9 

2 79.2 72.7 75.6 

3 74.8 75.3 75. I 

4 75.2 81.4 78.2 

5 57.8 76.6 67.6 

6 73.1 71.2 72.0 

7 62.4 69.0 66.0 

8 69.6 77.9 74. 7 

9 77. 7 78.6 78.1 

10 68.3 75.2 72.0 

ll 61.3 78.2 70. 7 

12 69.0 71.5 70.4 

13 67.8 71.9 70. I 

14 69.8 69.2 69.5 

15 71.6 69.0 70.4 

16 71.9 66.9 69. 7 

17 64.8 66.1 65.5 

18 65.2 64. 7 65.0 

19 65.2 62. 7 64.2 

20 63.2 61.3 63.0 

21 62.0 56.0 5a a 

22 59.8 51.9 55 9 

出典＇ I貧幌市史郎 3~下』


